[bookmark: _GoBack]様式第４号（第８条関係）
（その１）　
年　　月　　日　
　所属長　　　様
回答書
最低価格入札者
（所在地）
（名　称）
（代表者）
　
	工事名
	

	工事箇所
	



当該価格により入札した理由
	· 　当該価格で入札した理由を、労働費、手持工事の状況、対象工事現場と事業所、倉庫等との関係、手持資材の状況、手持機械の状況及び下請け会社等の協力等の面から記載する。
　なお、当該価格で入札した結果、安全で良質な施工を行うことは当然である。



















（その２）
手持ち工事の状況
	工事名
	発注者
	工期
	金額
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


· 対象工事現場付近（半径10キロメートル程度）での手持ち工事の件名を記入し、その工事現場が確認できる図面（対象工事の位置も記入）を添付すること。図面の尺度は、自由とする。

手持ち工事の状況（対象工事現場付近）による縮減経費の算出調書
	工種
（経費名）
	単位
	数量
	単価（円）
	縮減可能額（円）

	
	
	
	標準
	自社
	差額
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


· 共通仮設費は、準備費、運搬費、安全費等の詳細項目まで記入すること。


（その３）
手持ち工事の状況（対象工事関連）
	工事名
（工事地先名）
	発注者
	工期
	金額
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


· 対象工事の同種又は同類の手持ち工事名を記入すること。

手持ち工事の状況（対象工事関連）による縮減経費の算出調書
	工種
（経費名）
	単位
	数量
	単価（円）
	縮減可能額（円）

	
	
	
	標準
	自社
	差額
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


· 共通仮設費は、準備費、運搬費、安全費等の詳細項目まで記入すること。


（その４）
対象工事の施工場所と入札者の事業所、倉庫等との関連
	· 分かりやすい地図で対象工事箇所と入札者の事務所、倉庫等との関連が明確になるように記入する。また、所在地も明らかにする。（縮尺は自由とする。）














対象工事の施工場所と入札者の事業所、倉庫等との関連による縮減経費の算出調書
	工種
（経費名）
	単位
	数量
	単価（円）
	縮減可能額
（円）

	
	
	
	標準
	自社
	差額
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※共通仮設費は、準備費、運搬費、安全費等の詳細項目まで記入すること。


（その５）
手持ち資材の状況
	品名
	規格・型式
	単位
	手持ち数量
	当該工事で使用する予定量
	不足数量の手当方法
	備考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



手持ち資材の状況による縮減経費の算出調書
	工種
（資材名）
	単位
	数量
	単価（円）
	縮減可能額　（円）

	
	
	
	標準
	自社
	差額
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	




（その６）
資材購入先一覧
	　　工種種別
	品名規格
	単位
	数量
	購入先名

	
	
	
	
	購入単位（円）
	業者名
	所在地
	入札者との関係

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


· 入札者との関係については、購入先予定業者との関係を記入すること。
（例）協力会社、同族会社、資本提携会社等（ただし、関係を証明する規約、登録書等を添付すること。）

資材購入先の協力等による縮減経費の算出調書
	工種
（資材名）
	単位
	数量
	単価（円）
	縮減可能額　（円）

	
	
	
	標準
	自社
	差額
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	




（その７）
手持ち機械の保有状況
	機械名称
	規格・型式・能力・年式
	単位
	数量
	メーカー名
	現在の利用状況

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


· 主に対象工事に使用する手持ち機械の状況を記入すること。

手持ち機械の保有状況による縮減経費の算出調書
	工種
（機械名）
	単位
	数量
	単価（円）
	縮減可能額　（円）

	
	
	
	標準
	自社
	差額
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	




（その８）
労務者の確保計画
	工種
	職種
	単位
	員数
	下請会社との関係下請会社名
	労務単価（円/人）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


· 自社労務者と下請労務者を区分して記入すること。

労務者の確保状況による縮減経費の算出調書
	工種
（職種名）
	単位
	数量
	単価（円）
	縮減可能額　（円）

	
	
	
	標準
	自社
	差額
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	




（その９）
過去に施工した公共工事名及び発注者
	発注年度
	発注者
	工事名
	工期
	請負金額（円）
	評点
	備考

	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	
	


· 過去５箇年程度の実績を記入すること。
· 過去に施工した工事で低入札価格調査を受けた案件については、備考欄に◎印を記入すること。


（その10）
建設副産物の搬出地
	建設副産物名
	受入れ予定箇所
	受入れ価格（円/トン）

	

	
	

	

	
	

	

	
	

	

	
	

	

	
	


· 当該工事で発注する全ての建設副産物（コンクリート塊、コンクリート・アスファルト塊、建設発生、木材、建設汚泥、建設混合廃棄物、建設発生土等）

建設副産物処理による縮減経費の算出調書

	工種
（建設副産物名）
	単位
	数量
	単価（円）
	縮減可能額　（円）

	
	
	
	標準
	自社
	差額
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



